
「目で見て肌で感じた 1 週間」 
1-B 桜美林大学 伊藤ひなた 
 
今回の訪中では、主に北京市を中心にさまざまな場所を訪れる貴重な機会をいただきま 

した。私は以前、ゼミの授業の一環で上海を訪れたことがありますが、今回改めて感じた 
のは、中国は一つの国でありながら、都市ごとに全く異なる顔を持っているという点で 
す。北京と上海では、人々の雰囲気、街並み、文化の残り方などが大きく異なっており、 
中国という国の多様性と奥深さを改めて実感しました。そして今回の訪中で、特に印象に 
残ったことが 3つあります。 
まず一つ目は、「歴史と現代の共存」です。北京は中国の首都であり、政治と文化の中

心地として古くから栄えてきた都市です。今回の訪問を通じて、天壇公演や外から見た天
安門など、中国の古来の歴史を今に伝える建造物や文化が現代の都市の中に溶け込むよう
にして存在していることに深く感銘を受けました。高層ビルが立ち並ぶ一方で、街の至る
所に歴史的な風景が残されており、中国がいかにして自国の伝統や文化を守り続けている
かがよくわかりました。日本でも伝統は重んじられていますが、ここまで大規模に歴史的
文化が保存され、日常の一部として存在している様子は非常に印象的でした。 
二つ目に印象に残ったのは、「中国共産党の歴史に対する姿勢とその伝え方」です。特 

に、中国共産党歴史展示館を訪れた際には、そのスケールの大きさと展示内容の詳細さに 
驚かされました。近代中国の成立に至るまでの歴史や、共産党の発展過程、指導者たちの 
功績が非常に綿密に、かつ視覚的にも強いインパクトを与える形で展示されており、政治 
や歴史へのアプローチの仕方が日本とは大きく異なると感じました。展示館の作り自体 
が、国家のアイデンティティや価値観を強く反映しており、教育的・思想的な目的も明確 
である点が印象に残りました。このように、歴史を単なる記録ではなく、「語り継ぐべき
物語」として捉え、国民に強く訴える形で提示している点は、非常に特徴的であり、考え
させられるものでした。 
三つ目は、「日本と中国、それぞれの良さに気づけたこと」です。異なる文化や政治体

制を持つ国に実際に足を運び、人々と接し、現地の空気を肌で感じることで、日本の良さ
も改めて見えてきました。例えば、日本の公共サービスの丁寧さや交通の正確さ、衛生面
などは、日常において当たり前と思っていたことですが、海外に出てみることでそのあり
がたみを強く感じました。一方で、中国の街の活気や人々のエネルギッシュさ、先端技術
の力など、日本にはない良さや強みも数多く見られました。訪中を通じて、どちらの国も
一長一短があり、それぞれに学ぶべき点があることを実感しました。 
また、北京外国語大学や世界青年友好協会などを訪問し、中国の若者たちや各国の人と 

交流する中で、文化や言葉の違いを超えて人と人とのつながりを感じられたことも大きな 
収穫でした。言語の壁はあるものの、互いを理解しようとする姿勢があれば、コミュニケ 



ーションは十分に成り立つこと、そしてその中で新たな発見や友情が生まれる可能性を強
く感じました。 
今回の訪中経験は、私の視野を大きく広げてくれただけでなく、今後の国際的な視点を 

持つうえで貴重な土台となるものでした。歴史、文化、政治、そして人々の考え方に触れ 
ることで得た学びを、今後の学業や社会生活に生かしていきたいと考えています。 
 



文化と若者が日中を「繋ぐ」 
1-B 岐阜大学 馬着華凜 
 
中国に行って最も印象深かったこと。それは中国と日本との文化的つながりの濃さであ

る。私たちが普段使っている文字である、ひらがな、カタカナは漢字が発祥であり、漢字そ
のものも中国から伝来したものであるというのは、文化的交流が今日まで続いてきた一番
の証と言えるだろう。驚いたのは、味噌や豆腐など、これまで私自身が「日本食」だと思い
ながら日々口にしてきた食べものの数々までも、中国から伝わってきたものである、という
ことだ。 
この事実を佐々木団長から伺って以来、私は訪中期間中、「本当の『日本らしさ』とは何

なのか？」「日本のアイデンティティはどこにあるのか？」ということが頭から離れなかっ
た。例えば、世界遺産にも登録されている法隆寺は、「日本らしさ」の象徴の一つとして日
本人だけでなく外国人観光客にも親しまれている。しかし法隆寺は元来、仏教が中国から伝
来したことにより建立されたもので、その建築様式は「廊坊師範学院」で見た寺院の建築様
式の数々にも通ずるものがあった。 
一方で、北京外国語大学での学生との交流では、北京には「ひつまぶし」のレストランが

最近参入したらしく、日本で食べられている「ひつまぶし」が中国に伝わっているというこ
とを聞いた。さらに広い世界を見れば、中華料理で使われている多くの香辛料は、遠い昔シ
ルクロードによる交易により中東アジアから中国に流入してきたものである。 
このように、文化とは古くから国を越えて交流があったおかげで作り上げることができ

たものである。一国のアイデンティティの一端を担う文化の発展には、他国との相互交流が
欠かせないと言えるだろう。 
ここにこそ、日中友好のヒントがあるのではないかと私は思った。どれだけ敵対しあって

いる国同士でも、どこかに「共通点」や「繋がり」があること。その「繋がり」を糸口に、
日中友好を築いていけないだろうか。住む土地、文化、価値観…違うところを挙げたらきり
がない私たち。その相違点を挙げて分断をあおるのではなく、「繋がり」を見つめ、まず知
ろうとすることが重要であると今回の訪中を通して強く感じた。「百聞は一見に如かず。」ま
さにこの言葉通り、多くの人に中国を訪れ、中国を知り、さらには日本と中国との繋がりに
ついて考えてもらいたい。 
そして、今回もう一つ私の価値観に衝撃を与えた出来事がある。 
それは、北京大学で行われた「世界青年平和大会」である。今年は中国では抗日戦争勝利

80周年、日本では終戦 80周年である。「中国共産党歴史展覧館」では、初めて中国の歴史
観にふれ、私たちが過去に行ったことがいかに残酷なことであるかに改めて気づかされ、重
く受け止めなければならない事実であると認識した。そして、今年、節目の年に日本人学生
として中国での平和の式典に参加できたことは、考えさせられるものが多くあった。 



大会内で、「日中友好のカギは民間にあり、特に若い世代に託されている」とのメッセー
ジを受け取った。この言葉をどう考えるか。私は一方では、中国は国交においては日本との
友好を築くことに肯定的ではないかもしれないと感じた。起こしてしまった戦争の被害は
甚大であり、日中間にできてしまった溝は完全には埋まらない溝なのかもしれない。他方で、
「民間」にはまだ希望が残されているとも感じた。「民間外交」として、私たちが、中国の
ことを十分に理解しようとする姿勢が重要だ。また、私自身が中国を経験したことで、これ
から中国を知りたい人、日本のことを知りたい中国人との懸け橋になることで、ミクロのレ
ベルで友好的な関係を築いていきたい。それが一歩ずつ日中友好を目指していける手段で
はないだろうか。「百聞は一見に如かず」――この言葉を胸に、私たち若い世代が、互いを
見て、知って、語り合うことから、真の日中友好は始まるのだ。（1558字） 



「中国と日本の違い」  
1-B 北見工業大学 浦野和輝  
  
 この度の「日中友好大学生訪中団」への参加は、私にとって発見と驚きに満ちた、極めて有意

義な経験となりました。以下に、旅を通じて得た学びと所感を述べさせていただきます。  
 第一に、文化や社会システムの相違を肌で感じたことです。 渡航前より、トイレの仕様やイン
ターネット利用の制限、そしてキャッシュレス決済が主流であることなどは知識として理解して

いました。しかし、実際にその環境に身を置くと、当初は戸惑いを覚えました。特に、あらゆる

場面でスマートフォンによるバーコード決済が浸透している様子は、中国社会の急激なデジタル

化を象徴する光景でした。また、初日の移動に際し、先導車や救急車まで伴う厳重な体制で迎え

ていただいたことは、私たちが「国の代表」として招聘されたという事実を改めて認識させ、身

の引き締まる思いがいたしました。  
 第二に、文化・歴史に対する理解が深まったことです。 「只有河南・戯劇幻城」で鑑賞した演
劇は、中国の古典『紅楼夢』を題材としたものでした。中国語のセリフや物語の筋を完全に理解

するには至りませんでしたが、観る者の心に迫る演者の情熱的な演技には、言語の壁を超えて深

く魅了されました。これまで中国の古典作品に触れる機会は多くありませんでしたが、これを機

に『紅楼夢』を日本語で読破し、中国文化理解への足掛かりとしたいと考えています。  また、

今回の訪中で最も強い印象を受けた施設の一つが「中国共産党歴史展覧館」です。そこでは、抗

日戦争を経て中国共産党が歩んできた歴史が、独自の解釈と共に展示されていました。日本では

触れる機会の少ない歴史観に直接触れたことは、歴史を多角的に捉えることの重要性を再認識す

る上で、またとない貴重な機会となりました。これまで漠然と認識していた歴史認識の違いを、

一次情報をもって具体的に理解できたことは、私にとって極めて大きな収穫です。  
 第三に、国際交流の現場における多様な価値観に触れたことです。 北京大学で開催された「世
界青年和平大会」では、各国代表によるスピーチやパフォーマンスを通じて、外交の舞台におけ

る立ち居振る舞いを垣間見ることができました。それぞれの主義主張を巧みな話術で展開する姿

は、非常に示唆に富むものでした。特に、李副委員長のご挨拶は、日本に対する考え方の一端が

垣間見える内容であり、（思うところはあったものの）拝聴できたことは大変興味深く、有意義で

した。世界中から集った参加者による多彩なパフォーマンスは、中国が築いてきた幅広い友好関

係の証であり、その外交政策の広範さを物語っているように感じました。その中に日本の創価大

学の学生たちが含まれ、素晴らしい歌とダンスを披露していたことも印象的でした。  
 総括として、今回の旅は中国の多面性とダイナミズムを実感する連続でした。 北京郊外では
LiDARを搭載した自動運転タクシーが走行する一方で、ヘルメットを着用せずに二人乗りする原
付バイクが街中を駆け抜けていく。このような新旧が混在する光景は、現代中国が持つエネルギ

ーを象徴しているように思えました。また、毎食ご馳走になった本場の中国料理は、どれも大変

美味しく、現地の食文化を存分に堪能させていただきました。ただ、心のこもったもてなしであ

ると理解しつつも、食べきれないほどの量が提供され、その多くが残されてしまう光景には、食

文化の違いを実感すると同時に、心苦しさも覚えました。個人的なことですが、今回の訪中は、

中国出身の友人との絆を再び深めるきっかけともなりました。私が訪中団に参加することが決ま



ると、彼は役立つ情報を熱心に教えてくれました。滞在中も WeChat で頻繁に連絡を取り合い、
訪問先のエピソードを共有する中で、彼が「現地の中国人でも滅多に入れない場所ばかりだ」と

教えてくれたことで、改めて今回の経験の貴重さを実感しました。さらに、上海に住む彼が、滞

在先のホテル宛にお茶やお土産を配送サービスで贈ってくれたことには、深い感動を覚えました。

わずか一日で北京まで届いたことにも、中国の物流システムの発展に驚かされるばかりです。彼

が近々日本を訪れる際には、心を込めてお返しをしたいと思っています。 
 最後になりますが、100 名もの学生を引率するという重責を担い、旅の安全と成功に尽力して
くださった団長の皆様、そして関係者の皆様に心より感謝申し上げます。風邪に罹る団員が出た

際も、冷静かつ的確に対処される姿には感銘を受けました。  
多くの方々のサポートによって得られたこの貴重な経験を糧とし、今後の日中友好の促進に微力

ながら貢献していく所存です。誠にありがとうございました。  
 



「一生に一度の 1 週間」 

1-B 慶応義塾大学 北島光優 

 

自分は今回初めて大人数で海外に行き現地で交流活動をするといった活動に参加した。今

回はこの人生で初めての体験をたくさんすることのできた 1 週間での自分の価値観の変化
について書いていこうと思う。 

自分は今まで中国については高校の世界史の授業でその歴史について学んだり、またテレ

ビのニュースやインターネットを通じてなんとなくは理解できているつもりだった。しか

し、実際は現地は自分の想像していたものとは大きく違っていた。今回の訪中団では企業
訪問があり、亦荘視源株式会社という主に LCDのメインボードを製作している会社へい

った。そこで見た技術は日本では見たこともないようなものであった。自分はこういった

系統の製品に関しては日本は世界の中でも相当発展していると思ったが中国のほうが全然
想像以上に上回っていて驚いた。そのほか子供が遊ぶ施設なども訪れたが、そこでも最新

の技術が用いられたりしていて、自分が今回訪れたのは都市部だけであったが全体的に相

当日本よりも発展しているなと感じた。またそのほかに現地で感じたのは、現地の方々の
実際の様子が日本でのイメージと全然異なっていたということである。私たちはもしかし

たらテレビなどでのニュース番組を見たりしている中で中国の人は礼儀が全然なっていな

いだとか、全然親切心がないだとか、そういったイメージを持ってしまっているかもしれ

ない。でも実際それは一部がそうであるかもしれないだけで、自分が現地にいたときには
カフェに行けば、中国語があまりできない自分たちにも店員さんが何とかコミュニケーシ

ョンをとろうと翻訳アプリなどを介して丁寧に接してくれたり、道を聞けばこれもまた丁

寧に教えてくれたり、コンビニに行った際には待ち列を譲ってくれたり、日本で思ってい
たイメージとは全然違っていた。自分はこのように様々な場面で中国に対する考え方が変

化した。また今回の訪中団を通してもちろんこの中国に対しての考え方が変わったのは非

常に重要な収穫ではあったが、自分はこれ以上に得たものがあると考える。それは日日交
流である。自分は当初この活動においては日本の学生と中国の学生の交流がメインでとて

も重要であると考えていたが、今回参加してみて日本の学生との交流も非常に意味のある

ものになったと感じた。この訪中団は全国の大学から大学生が集まっていて、その大学生

たちは都道府県も違ければ、学年も違う、それぞれが持っているバックグラウンドも違い
自分はこの 1 週間で移動のバスの中や訪問先、食事の時など様々な場面でいろいろな人と

話したことで、本当にいろいろな知見が得られたと思う。今回話した人たちが大学でどの

ような経験をしたのか、どのような思いでこの訪中団に参加したのか、今回の訪中団を通



してどのように感じたのかなど様々なことについて意見を共有することができたと思う。

自分はこの旅の中でそういった経験ができたことが本当に良かったし、人生の中でも大き
な転機になったと思う。なので次回以降の訪中団に参加される方も日本の学生同士での交

流を大切にしてほしいと思う。 



「初の中国訪問を経て感じたこと」 
1-B 愛知県立大学 木野瀬萌 
 
1. はじめに 
訪中団の活動は主に団体行動で構成され、同世代の日本人メンバーとともに各地を巡り、

現地の大学生や組織の関係者とも交流する機会が設けられていた。 
本レポートでは、訪問を通じて感じた中国に対する印象の変化と、今後の日本と中国の関

係のあり方について、自身の視点から考察を加えたい。 
 
2. 訪問前後の中国への印象 
前置きとして、私は中国語を専攻する学生であり、大学では中国政治、経済、文化、歴史

等、網羅的に学んでいる。よって、中国に対しては長らく「学習対象としての関心」を抱い
ていた。今回の訪問の目的は、初めて中国を訪れ、「実感に基づく、中国に対する自分の意
見」を掴むことにあった。 
訪問前は、中国国内の情報統制や政治教育から「心理的に閉ざされた国家」というイメー

ジを抱いていた。大学で中国人交換留学生と交流する際、彼女の母校では政治が必修カリキ
ュラムの大部分を占めていたり、香港・マカオ・台湾の旗の存在を知らなかったりしたこと
が印象に残っている。 
訪問後は、大規模な開発や国家主導の施設に触れたことで、中国という国家のスケールと

国家権力の大きさ、経済の推進力を実感した。河北省の芸術文化センターや共産党歴史博物
館は、その面積が 10万平方メートルを超え、2022年の北京オリンピックの施設群はその面
積の広大さが国土の広さを感じさせた。また、道路は一般に片側 3〜4車線が多く、スーパ
ーまで歩くのが難しい距離感も都市のスケールを象徴していた。 
ただ、街には潜在的に政治思想に同意しながら生活しているような感覚があった。道路脇

にしばしば見られる共産党思想を掲げた大型看板からも、それを肌で感じた。「もし自分が
中国に住むとしたら」、多くのことに目を塞ぎながら生活せざるを得ないという心理的なギ
ャップがついて回ることを想像した。中国社会は国際化に前向きで、北京では空港やホテル、
街中に多くの外国人が見られる。しかし外国人でも、中国国内に入れば政治的にセンシティ
ブな話題に触れることへの抑制的な空気がある。 
 
3. 今後の日中関係と青年の在り方について 
今回の訪問を経て、今の日本と中国の関係は、「曖昧にすること」が正解であると確かに

感じた。協会や組織同士の交流は、外交の基板としての一定の成果を実感した。現地で交流
した北京外国語大学の学生たちは親切で、友好的だった。しかし、ホテルで会った一部の中
国人は、我々訪中団の日本人らに対して不適切な発言をする人もいた。これらの経験から、
個人レベルでは距離を縮めやすい一方で、大衆的なイメージに関しては、日本と中国が互い



に誤解を生じやすい情報環境に置かれていることを強く認識した。よって、日本としては、
中国と対立を避けつつ、一定の距離感と冷静な視点を保ちながら付き合っていくことが現
実的である。過去を明確に語ることを避け、曖昧さを許容しつつ、相互理解を図るような柔
軟な関係性が、互いの尊厳を守るうえで必要だと感じた。 
また、訪中団に参加した学生が、今後どのように中国に向き合えばよいのかという点に関

して、日中友好には、今回現地で接待を受けた 1週間だけでなく、より多くの知識と情報の
吸収が重要だと思う。専攻も海外経験の有無も様々な訪中団の中には、中国の対外問題や、
香港・マカオ・台湾問題を十分に考慮していない学生らも多く、彼らからは、訪中団で見た
現地の様子だけで中国に対する印象を好転させる感想が多かった。訪中団での経験を、自分
の一つの視点とし、より多くの経験と情報から、引き続き中国を多角的に理解しようとする
姿勢が、真の日中友好には必要だと感じた。 

 
4. まとめ 
今回の訪中体験を通じて、特に気付きを得たのは、中国の国土が想像以上に広く、どの施

設も非常に大きいという街の風景だった。訪問前の情報統制や政治教育についての印象に
ついては変化が感じられなかったが、訪問後は実際に中国の地での経験ができたという事
実が、中国に対するより多層的な理解につながると信じている。 
一方で、日中関係には、互いの尊厳がぶつかり合う境界線の「曖昧さ」を保つことが必要

と感じる。また日本の若者は、中国との関係性については単純な評価を下すのではなく、よ
り多角的な知識と経験を積むことが重要だと感じている。 



「原点回帰の訪中」 
1-B 津田塾大学 佐藤月乃 
 
私は今回の 7 日間の訪中団を通して、中国に対してより身近なイメージを抱くようにな

りました。訪中する以前は、正直に言って「なんとなく怖い」という感情を持っていました。
それは、自分がまだ中国についてほとんど知らなかったことによる漠然とした不安でした。
私は大学 1 年次から中国語の授業を履修し、語彙や文法の知識を積み重ねてきましたが、
中国という国そのものへの理解は浅く、どこか現実感のないものでした。日頃、日本で目に
するニュースや断片的な情報から形成されていた中国のイメージは、今になって振り返る
と偏りがあったのであったと気づかされました。 
まず、中国といっても広大な土地と 14億を超える人口を抱える国であり、一言では語る

ことのできない多様な側面を持っていることを、今回の訪問で実感しました。訪れた施設で
は、伝統工芸や楽器、建築、舞踊など、美しく豊かな歴史文化が今なお息づいている様子を
目の当たりにしました。また、現地の方々がその文化を誇りに思い、大切に守ってきたこと
も感じ取れ、教科書では学べない文化の奥深さに触れることができました。 
また、中国共産党歴史展覧館を訪れた際には、中国側から見た歴史の視点に触れました。

抗日戦争に関する展示では、「大勝利」や「日本軍による攻撃」に関する表現も多く見られ、
日本人として少なからず衝撃を受けました。私自身、それまで日本の教科書を通してしか近
現代史を学んでこなかったため、異なる視点からの歴史に触れることで、歴史の重層性や、
見方によって印象が大きく異なることを改めて認識しました。今回の訪中団の団長の佐々
木さんがおっしゃっていたように、今年は終戦 80周年という節目の年であり、このタイミ
ングで両国の歴史に向き合う機会を持てたことは、自分自身にとって非常に意味のある体
験となりました。そして、日本人として、歴史を学び、反省すべきことを忘れず、未来にど
う向き合っていくかを考え続けなければならないと強く感じました。 
 この訪中期間中に、何度も「なんで中国語を勉強しようと思ったの？」と聞かれましたが、
私が中国語を学び始めたきっかけは、私の住む地域に中国出身の方がとても多く暮らして
おり、コミュニティの一員として生活するその方々や、彼らの話す言語を理解したいという
思いからでした。実際は上でも述べたように中国語の学習を始めた後でも、中国に対して
「怖い」というイメージをどこかで持ち続けていたのは事実です。しかし、今回の訪中を通
して、そうした感情は大きく変化しました。例えば、お昼の 1１時ごろから香辛料をふんだ
んに使ったと思われる料理の匂いが家の窓からしてきたり、街中で「怒っているのかな？」
と思うようなトーンで中国語で話しているのを見かけたりした時に、以前は不思議に思う
こともありましたが、今は「昼でもスパイスの効いた炒め物を食べているのだな」、「怒って
いるわけではなくお友達同士で話しているのだな」、と思えるようになりました。ほんのさ
さいなことですが、現地で実際に見て、感じて、会話をした経験が、自分の中にあった先入
観を確実に和らげてくれました。 



私にとって今回の訪中団で得た一番の変化は、原点回帰ともいえるものでした。中国語に
興味を持った最初のきっかけである地域の中国出身の方々に、これまで以上に親しみを持
ち、歩み寄れるようになったと実感しており、中国語を学び始めて 4 年目の今、もう一度
「なぜ学ぶのか」を見つめ直すことができたのは、とても面白く、そして意義深い経験でし
た。日中友好のために私ができることは小さなことかもしれませんが、周りの人を日頃から
気にかけて大切にし、今回の経験を活かして積極的に歩み寄ろうとする姿勢を持ち続けた
いと思います。そして、そうした日々の小さな積み重ねが、やがて両国の関係改善や友好の
一助となると信じています。 
最後に、悪天候による急な旅程変更があったにも関わらず、裏方で調整に尽力し、表では

いつも明るく、私たち学生に多くのことを教えてくださった日中友好協会や中日友好協会
の皆様に、心より感謝申し上げます。 
 



「訪中で感じた豪胆な経済力と観光のポテンシャル」 
1-B 専修大学 清水樹 
 
  今回の訪中団に参加したのは、偏った情報に流されがちな現代において、自身の中
国に対する認識を多角的な視点で見つめ直すことが大きな目的の一つでした。中国人の歴
史観や日本像に触れるだけでなく、中国に関心を持つ多様な背景を持つ日本人学生との交
流も、このプログラムの大きな魅力でした。日中両国の相互理解と関係改善に貢献したいと
いう思いから、この貴重な機会への参加を決意しました。 

滞在中、私は訪問先で「中国の人々が何を重要視しているのか」を深く探ろうと心
がけました。特に強く感じたのは、中国が「特別感」を非常に重視しているのではないかと
いう点です。訪れた多くの施設、例えば中国共産党歴史展示館やシルクロード国際文化交流
センターなどは、広大な敷地に巨大で重厚な建物が建ち並び、圧倒されるものばかりでした。
さらに、施設内では先進的な映像技術や演出が用いられ、私がこれまで日本や他の国々で経
験したどの博物館よりも臨場感に溢れていました。ガイドの方も、そうした規模の大きさや
歴史を強調する場面が多く、これらの展示は、中国の力強さと豪華さを強く実感させるもの
でした。 

なぜ、これほど大規模な施設の運営が可能なのか。それは、中国の経済成長が国民
の活力に大きな影響を与えているからだと考えました。日本が高度経済成長期に東京タワ
ーや新幹線といった象徴的な建築物を次々と生み出したように、中国もまた、経済発展の勢
いを背景に、国家の威信を示す大規模な建造物を数多く建設しています。経済力によって生
まれた財力は、国民の誇りや自信を育み、それがさらなる活力につながる好循環を生み出し
ているのだと考察しました。 

一方で、今後の課題も見えてきました。現地で出会った中国人の方々は、街の店員
さんまで含め皆親切で、実際、私の中国語が拙くても時間をかけて対応してくださり、それ
までの中国人に対する印象は大きく変わりました。しかし、英語が通じない場面が多く、特
にホテルでの意思疎通に苦労しました。これは、非中国語圏からの観光客が北京を敬遠する
一因となり得ます。実際、最近の東京ではどこでも外国人観光客を見かけるのに対し、私が
訪れた北京や湖北省の街中ではほとんど見かけることがありませんでした。観光都市とし
て高いポテンシャルを持つ一方で、外国人を受け入れるためのインフラや体制整備が、今後
の経済的な成長において重要になってくるでしょう。中国と同じように、かつて英語話者が
少なかった日本が経験した外国人観光客の受け入れ体制や、独自文化を伝える術は、今後の
中国にとって有益なモデルとなり得るかもしれないと感じました。 

今回の訪中を通じて、私は中国の豪胆な経済力と文化的な勢いを肌で感じました。
そして、表面的な情報だけでなく、実際に現地で人々と交流することの重要性を改めて実感
しました。隣国であり隣人である中国とどう向き合うべきか。それは、相手の文化や価値観
を理解しようと努め、小さな交流を積み重ねていくことだと改めて強く感じました。 



「文化に触れ、社会を視る」 
1-B お茶の水女子大学 鈴木満央 
 
幼少期より書道に親しんできた私は、それを契機として中国文化への関心を深めてき
た。中高生時代には仏教建築や大仏に関する探究活動に取り組み、日本文化の形成におけ
る中国思想や歴史的影響について理解を深めた。現在は大学で生物学を専攻し、特に環境
問題への関心を軸に学際的な視点を培っている。こうした背景を踏まえ、中国の社会・文
化について現地で学びを深めたいと考え、今回の訪問を志願した。 
 
訪中において、特に心を動かされたのは文化体験であった。廊坊師範学院における見学
では、筆や墨のみならず、建築、衣装、生活道具にまで宿る中国の伝統美を五感で体感す
ることができた。書道は単なる技術ではなく、文化そのものを映す鏡であると再認識する
とともに、芸術が日常の中に自然に根づく中国社会の奥深さに深い感銘を受けた。 
また、芸術を通じて生まれる「心の共通言語」の存在にも強く惹かれた。幼少期からバ
レエやダンスに取り組んできた私にとって、舞台芸術は人生の一部であり、表現を通して
他者とつながる手段でもある。今回、シルクロード国際文化交流センターにて鑑賞した
『紅楼夢』や、国家大劇院における舞台リハーサルの見学では、演出の精緻さと迫力に圧
倒された。また、展示の中にはこれまで自らが踊ってきた演目と重なるテーマも見られ、
国を超えて共有される美意識や物語性に、芸術の持つ普遍性を実感した。芸術は、言語や
国境を越えて人々の心をつなぐ架け橋となり得ることを、改めて認識する機会となった。 
加えて、都市景観の整備や演出の力から、中国国家の「魅せる力」にも深く感銘を受け
た。広大な街並みに並ぶ街路樹、整然と配置されたシェアサイクル、大通りを彩る花々。
これらは一見、自然な都市景観のようであるが、その背後には「見える場所を美しく保
つ」という国家の明確な意志と、それを実行する人々の努力があった。また、団体パフォ
ーマンスの完成度にも驚かされたが、その根底には一人ひとりの役割意識と国家への誇り
が感じられた。こうした「一体感」は、結果として「国家の強さ」を外部に印象づける要
因の一つとなっているように思われた。 
さらに、中国共産党歴史展覧館の訪問は、教育の持つ力と同時に、その危うさについて
も考えさせられる機会となった。日本で教わってきた歴史と、中国で語られる歴史の間に
ある違いを目の当たりにしたとき、教育とは「事実の伝達」だけではなく「視点の形成」
でもあるのだと実感した。子どもの頃から植え付けられる記憶や価値観は、教育によって
形成される。実際に現地を訪れる機会が限られているからこそ、教育の内容がその人にと
っての「世界のすべて」になってしまう。その重みと責任の大きさを、教育者のみなら
ず、学ぶ側としても認識する必要があると強く感じた。 
 
今回の訪中で得た多くの発見、驚き、共感、それらすべてが、私自身の「世界を視る



目」を豊かにしてくれた。今後はこの経験を自らの言葉で発信し、周囲に伝えていくこと
を通じて、先入観や偏見の少ない社会づくりに貢献していきたいと考えている。そして将
来は、科学と文化の両面から国際的な課題に取り組み、人と人とをつなぐ実践者として成
長していく所存である。 
最後に、このような貴重な機会を提供してくださったすべての関係者の皆さまに心より
感謝申し上げるとともに、今回の出会いと学びを、今後の人生の礎として大切にしていき
たい。 



「2度の訪中から広がった、私の国際的な視点」 
1-Ｂ 朝日大学 園部月梨 
 
私は岐阜県にある朝日大学の看護学部で学ぶ 4年生です。私は将来、多様化する社会に

適応できる人材になりたいと考えており、国籍や文化に関係なく、一人ひとりの背景に寄
り添える看護師を目指しています。その一歩として 2025 年 3 月、本学の学生短期海外研
修で北京大学看護学院や北京大学人民病院、北京大学口腔医学院の医療機関を見学する機
会を得ました。そこで目にしたのは、ICT や AI を活用した先進的な医療体制や多職種連
携により安全管理が徹底された看護の現場でした。実際に渡航し他国の文化的背景を理解
しようとする姿勢は将来、国籍や文化の異なる方々と関わるうえで信頼関係を築くために
いかに重要かを実感しました。また、文化や制度の違いを超えて「その人らしさ」を大切
にされる様子に触れ、人と向き合う上で大きな刺激を受け、「もっと中国のことを知りたい」
という思いが強く残りました。 
そこで得た学びや思いを胸に今回、日中友好大学生訪中団第 2 陣として再び 2025 年 7

月に中国を訪れる機会をいただき、河北省廊坊市と北京市を中心に文化・学生交流を体験
しました。河北省廊坊市では廊坊師範学院の無形文化遺産・文化回廊・古建築博物館の展
示を通して中国の豊かな歴史と伝統に触れることができました。建築や工芸に込められた
人々の思いや技術に圧倒されると同時に文化を次世代につなぐ力を感じさせてくれました。 
その後、北京に移動し中国共産党歴史展覧館を訪れました。展示では、近代以降の中国

の激動の歩みが紹介されており、時代の流れの中で人々がどのように人生を歩んできたの
か、社会が発展してきたのかを深く知る機会となりました。これまで教科書やデジタルデ
バイスでしか知らなかった出来事を立体的に感じ、自分の目で見て肌で感じることは重要
であると再認識することができました。北京外国語大学の訪問では日本語を学ぶ現地の学
生と故郷の紹介をテーマに交流する機会がありました。会話を通して文化や価値観につい
て語り合い、相互理解を深めつつ、客観的に中国を捉える視点も得ることができました。
実際に会話をすることでしか得られない、かけがえのない経験となりました。さらに北京
大学で開催された世界青年平和大会に出席しました。多国籍の学生が集まり、歌やダンス
などのパフォーマンスを通して、それぞれの国の文化や価値観に思いを巡らせながら「平
和とは何か」を共に考える貴重な時間となりました。様々な背景をもつ青年たちが集まり
共有することは国籍や言語、文化の違いを超えてつながる力を感じました。 
実は、3月の訪問時には中国語がほとんど分からず、現地の人々とは主に英語で会話を

していました。思うように気持ちが伝わらないもどかしさや文化の違いを実感し、「自分
の気持ちを相手の言葉で伝えたい」と思った私は、それ以降、中国語の学習を少しずつ始
めるようになりました。今回の訪中団では、あいさつや簡単なフレーズを実際に使うと現
地の方が笑顔で返してくれる場面が何度もありました。その瞬間、自身の努力を活かすこ
とができたと嬉しく思いました。語学は単なるツールではなく心の距離を縮めるきっかけ



になるのだと実感しました。 
2度の訪中を通して、私は「異文化理解とは、知識のみではなく現地に渡り体験を通し

て育まれるもの」だと深く学びました。これらの経験を通して将来、異なる国籍や文化を
もつ患者さんと出会っても、その人らしさに寄り添える看護師でありたいと強く思いまし
た。今後は日常的な英語学習に加えて中国語の学習も継続し言葉を超えたコミュニケーシ
ョンの実践力を高めていきたいと考えています。そして、国際的な視点をもつ看護師を目
指し成長していきたいです。 
最後になりましたが、このような素晴らしい機会をいただき本当にありがとうござい

ました。この経験を通して得た学びと出会いはかけがえのないものとなりました。心より
感謝申し上げます。 



「歴史を歩き、未来を描く旅」 
1-B 中京大学 田島和佳 

 
2025年 7月 24日から 30日までの 1週間、私は中国政府からの招待で訪中団の一員として
中国を訪れた。中国に行くことは、正直なところ、出国前には少し抵抗があった。友人や親
戚に「なぜ中国なの？」「もっと他に行く場所があったでしょ」と言われた時、正直自分の
中にもそういった先入観があったのだろうと思った。しかし、実際に訪れてみて、そこで目
にしたもの、学んだこと、出会った人々との交流は、そのような思い込みを大きく覆すもの
だった。 
まず心に残ったのは「中国共産党歴史展覧」である。展示では、日中戦争に関する資料が数
多く並んでいた。日本と中国では、この戦争についての教育の仕方が全く異なり、非常に繊
細なテーマであることを実感した。「日本と中国の関係について中国人はどう思っているか
聞いてみたい」と思っていたが、それを軽く聞けるほど明るい場所ではなかった。展示を通
じて、日本人が想像している以上に過酷で、時に残酷だった事実を突きつけられた。そして、
それが中国の人々の記憶にどう刻まれているかを考えると、歴史に対する向き合い方の重
要性を強く感じた。中国の人々に恨まれても仕方がないと思えるほどの出来事があったと
いうことを、私たちはもっと真剣に受け止めなければならない。また、コロナウイルスのパ
ンデミックについての展示も印象深かった。中国から全世界に広がったとされるこの感染
症は、当時、私たちの生活や価値観を一変させた。今ではすっかり過去のことのように感じ
ていたが、展示を通してあの混乱の日々が鮮明によみがえってきた。なぜあんなにも多くの
人が命を落とさなければならなかったのか、あのときの不安や無力感が改めて思い出され、
何もできなかった自分に胸が締めつけられるような思いがした。 
一方で、希望を感じた場所もあった。それが北京オリンピックの会場である。私はスポーツ
科に所属しており、スピードスケートショートトラックの会場を実際に見ることができた
のは非常に貴重な体験だった。テレビで見ていた時の観客の熱気や歓声がまるで蘇ってく
るかのような迫力があり、そのスケールの大きさに圧倒された。展示されていた年ごとのポ
スターやロゴには歴史の重みが感じられ、スポーツが時代を超えて人々をつなぐ力を持っ
ていることを実感した。私がスポーツ科に入学した理由は、スポーツは国籍や文化を超えて
人々を平等にし、つながりを生み出すものであり、それこそがスポーツの持つ大きな魅力だ
と思うからである。ここはまさにこの考えを実感させられる場所であった。スポーツにしか
ないこの力を、もっと多くの人に広げ、実感してもらいたいと感じた。 
今回の訪中を通して、中国は「経済大国」という言葉にふさわしい発展を遂げていることも
強く実感した。街並み、インフラ、技術、どれをとっても日本が遅れていると感じる場面が
少なくなかった。私たちは、知らず知らずのうちに中国から多くの影響や支援を受けている
ことにもっと目を向けるべきだと思う。そして、自分の目で見て、肌で感じることの大切さ
を痛感した。メディアや周囲の言葉だけに頼るのではなく、自ら足を運び、相手の国や文化



を理解しようとする姿勢が、SNS やメディアのおかげでなんでもできるこれからの時代で
あるからこそ特に必要なのではないかと強く感じた。 
何より、今回の訪中で得られた一番の学びは「仲間ができたこと」である。異なる背景や考
えを持った人々と出会い、共に学び、語り合う中で、国境や文化の違いを超えたつながりが
生まれた。短い期間ではあったが、共に過ごした時間はかけがえのないものとなった。この
経験を通して得た友情と学びは、今後の私の人生においても大きな財産になると確信して
いる。 
今回の訪中は、私にとって「見たことのない世界に出会う」旅だった。そこには、歴史の重
みも、未来への希望も、人と人との温かいつながりもあった。この体験を胸に、私は今後も
もっと多くのことを自分の目で見て、感じて、学び続けていきたいと思う。 
 



「日中の今を見つめて」!

" #$ ! 新潟県立大学! 田宮朋佳!

!

今回の訪中で私達は長い歴史と文化を持つ河北省と政治の中心地である北京を訪れた。こ
の２つの省はまさに歴史と現代が交差する地であった。歴史に関しては共産党 "%%年を記
念した歴史館である中国共産党歴史展覧館が印象に残っている。ここでは、中国国内で起き
た戦争の歴史やその影響といった遺産について学べただけでなく、最新技術を使った没入
型体験ができ、歴史と政治を同時に学ぶことができた。私の祖母は第２次世界大戦中に満州
で生まれたため、個人的にも中国の歴史や発展の過程には関心があり、今回の訪問は過去か
ら現在を見つめ直す貴重な時間になった。６日目に参加した世界青年平和大会では世界の
平和についてより深く考える良い機会であった。各国のリーダーの演説や討論を通じて、友
好関係を深めることや、国際的な課題を解決するには、若者同士の交流を通じた相互理解が
大切だと実感した。特に「平和なくして発展なし」という言葉が心に残った。また、日中関
係を見つめると、かつての壮絶な戦争の歴史を経て、両国友好のために尽力してきた多くの
方々への感謝の想いが湧いた。経済的な観点から、貿易大国としても台頭してきた中国につ
いても体験に基づいて記していく。まず印象的だったのは、自転車やバイクの交通量の多さ
である。特に北京では片側６車線のような大規模な道路があり、日本との交通ルールの違い
も感じられた。例えば、自転車やバイクは歩道を走行することも多く、歩行者優先の意識は
あまり見られなかった。そのため、街中を歩く際は十分な注意が必要である。また、北京で
はシェア自転車が非常に普及しており、特に若者の利用が増加していると聞いた。利用料金
の安さとスマホでの簡単な支払いが普及の要因である。このシェア自転車は約７年前に始
まり、当初は無料で利用できたのこと。その反面、交通インフラの整備がこの急速な普及に
追い付いていない印象も受けた。地下鉄やタクシーも非常に安価で観光客にとっては移動
手段として利用しやすくなっている。今回訪れることができなかった雄安の駅は非常に規
模が大きく、中国の経済を支える重要なインフラの一つである。北京が空港をハブとして発
展してきたように、流通量の多い貿易大国である中国では、物流拠点の規模の大きさが際立
っていた。建築物にも注目すると、設計の工夫だけでなく、空間の使い方にも独特の発想が
見られた。さらに、商店街の様子からは私の故郷である新潟県のシャッター街とは違い、北
京のような都市部ではしっかりと機能している様子がうかがえた。３日目で訪れた &'()

では、業務効率を高めるための労働環境が整備されている点に驚いた。*+ を活用した教育
分野のアプローチに加え、社員が自由に使用できるジム、カフェスペースの設置など、働き
やすさを重視した環境作りがなされていた。一方、今回の訪中は私にとって初めての海外渡
航であり、多くの「はじめて」が詰まった７日間となった。日日交流からも多くの刺激を受
け、全国各地から集まった優秀な学生たちと直接関わる中で、それぞれの追求する学問の視
点からも学ぶことができた。中国の文化の象徴である円卓を囲みながらした様々な会話や
修学旅行のように楽しんだ夜は何にも代え難い思い出である。さらに住んでいる地域が違



う学生同士の間の生活習慣の違いも、普段の生活からは得られない気づきが多々あった。ホ
テルに戻った後、パフォーマンス係と班長を中心に練習を重ね、最終日に披露したパフォー
マンスでは、" 号車全体の一体感とこれまでの成果をしっかりと表現することができた。こ
の素晴らしい出会いは、自身のモチベーションを大きく高め、今後の人生にも良い影響を与
えるものとなるだろう。最後になったが、日中友好に関わるすべての関係者の皆様をはじめ、
佐々木団長、引率してくださった方々、そしてこの渡航を支えてくれた両親に心から感謝し
たい。また、天候の影響による急な変更にも柔軟に対応し、私たちに多くの学びを与えてく
ださった中国の関係者の皆様、ガイドの方々にも深く感謝する。今回の訪中では、予定の変
更にも前向きに対応し、自ら考え、想像力を働かせながら行動する姿勢の重要性を学ぶこと
ができた。今後はこの経験を糧に、日中友好に尽力し、家族や友人にも中国での学びや気づ
きを伝え、得た学びを次に生かしていきたい。!

!
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